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【イベント】

検証作業

２Q１Q
No 項目

検証システムの検討

１Q
2012年 2013年

検証システムの構築

検証システムの設計

QPITS2012年5月8日

機能検証準備

設計・構築

機能検証
ITS世界会議に向けて実験 事業化に向けて拡大

ITS利活用推進における

ﾈｯﾄﾜｰｸ形成事業

展示会

(12/18～

ITS世界会議２０１２東京

１０月

地域ITS利活用情報基盤

を活用したクラウドサービ

ス

要求事項収集

適用技術検討

標準化設計

設計・構築

検証

情報基盤活用・継続事業化

WG

検討結果発表

要求事項収集

適用技術検討

WG

テーマ毎の設計

WG

テーマ毎の構築

WG

テーマ毎の検証

【検討委員会】

■検証システム（アプリ）の検討

↓

【決定事項】テーマ毎に検討するアプリの分担

■検証システムの展示会準備

↓

【決定事項】資料整備（パネルなど）

■検証システムの展示会

↓

【決定事項】デモアプリの実演



地域ITS利活用情報基盤を活用したクラウドサービス QPITS ２０１２年４月

情報提供企業

(GLN)

情報１

企業Webサイト

利用ユーザ

SV1

API-SB-O

API-SB-I

API-C-O

API-C-I

＋

SV5

情報１X

SV2

API-SC-O

API-SC-I

情報３X

利用ユーザ

AP

センサー

FW

情報利用企業

情報２

企業Webサイト

API-C-I

＋

情報２X

情報４X

SV4

API-SS-I

SV3

API-SW-O

API-SD-O

QPITS（クラウド）

※グループ３の概要及び検討内容（項目を洗い出すことから・・・）

１．必要となる機能について（通信機能、送受信管理、送受信制御機能、マッピング機能）

２．ネットワーク環境について（ｾｷｭﾘﾃｨ、FW）

３．処理モデル（S-S型「Push型通信」、C-S型「Pull型通信」

４．大量データへの対応（圧縮ルール）

５．メッセージの基本的構造（SBDH）

６．メッセージ別の階層構造概要

７．データベース



地域ITS利活用情報基盤を活用したクラウドサービス

SV1

API-SB-O

API-SB-I

SV2

API-SC-O

API-SC-I

SV4

API-SS-I

SV3

API-SW-O

QPITS（クラウド）

SV5

情報１X

情報３X

情報２X

情報４X

API-SD-IO

通信制御

API-MT-O

API-MT-I

入出力制御

日付、時間、ﾀｲﾏｰ、ｱﾗｰﾑ

位置（GPS)

カメラ

ﾏｲｸ

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ

ﾓﾆﾀｰ

ｽﾋﾟｰｶｰ

ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ

AP

ｾﾝｻｰ

データ制御
・音声認識

・画像認識

・文字認識 情報１１X

制御部

１．地域密着型モデル

ダイヤ情報、交通機関情報、運賃情報、交通情報、駐車場情報、観光情報、自治体情報、グルメ情報、ショッ

プ情報、不動産情報、他

→位置情報から最寄の場所、目的地に対するナビなどのモデル整備

→画像情報から正確な位置を把握し駅構内に対するナビなどのモデル整備

→音声情報から目的に対する検索などのモデル整備

→ｾﾝｻｰ情報から目的に対する案内検索などのモデル整備

※誰もが何時も身近に利活用するスマートアプリの提供

２．広域型（観光向け）モデル

ダイヤ情報、交通機関情報、運賃情報、交通情報、駐車場情報、観光情報、自治体情報、グルメ情報、ショッ

プ情報、不動産情報、他

※観光に来る人が利活用しやすいバリアフリー型の情報提供

※観光に行く人が利活用しやすい案内型の情報提供

SV６

管理１X

債権３X

管理２X

債務４X

API-SD-IO

QPITS（アプリ）

QPITS（運営）



地域ITS利活用情報基盤を活用したクラウドサービス（計画）
No 項目

X月5月4月 9月8月6月 1月 X月
2013年2012年

拡張モデル計画

グループ０定例会

基本モデル計画

12月11月10月7月
【イベント】

PJ全体定例会議

①調査分析・企画

②基本設計

③システム設計

④システム開発

⑤実証実験

QPITS2012年4月

【スマートフォン利活用】

・交通情報

＋

・位置情報（移動情報）

＋

・地域情報

⑥評価・改善

①基本方針検討

②要件定義

・交通情報

＋

・位置情報(移動情報)

＋

・地域情報

＋

・自治体情報

＋

・駐車場情報

＋

・ｾﾝｻｰ情報

など

※外部連携

（継続事業化）

③標準機能設計

③標準仕様設計
・要求事項収集（企画）

・スコープ定義

・適用技術一覧

・プロジェクト全体図

・プロジェクト概要

→PJの背景

→現在の状況とあるべき姿

→PJの目的

・システム全体図

→システム機能関連図

→システム情報連携図

・機能要件

→ﾌﾟﾛｾｽ

→ﾃﾞｰﾀ

→ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ

・サービスレベル想定

→性能目標設定

→情報保護リスクと対策

→障害・災害対策

→運用要件

→ｻｰﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙ

③標準I/F設計

④公開AP開発

【２０１２年】

・インフラ構成概要

→ﾊｰﾄﾞｳｴｱ・ﾈｯﾄﾜｰｸ構成基本検討図

→ｿﾌﾄｳｪｱ構成基本検討図

→適用技術一覧

→ﾈｯﾄﾜｰｸ構成図

→ｿﾌﾄｳｪｱ構成図

⑤実証実験

⑥評価・改善

【２０１３年】

ITS国際会議

【２０１４年】

事業化に向けて

拡大

API提供

【スマートフォン利活用】


